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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
三
翠
化
学
会
、
同
窓

会
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
で
、
ご
活
躍
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
常

日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
三
翠
化
学
会
へ
の
賛
助
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
年
間

に
渡
り
多
数
の
方
か
ら
暖
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
役
員
一
同
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
二
八
年
度
の
総

会
は
、
九
月
一
七
日（
土
）、
母

校
三
重
大
学
生
物
資
源
学
部

二
一
六
番
教
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
二
四
名
の
方
が
出
席
さ

れ
、
役
員
人
事
、
及
び
生
物
圏

生
命
科
学
科
、
資
源
循
環
学
科

の
化
学
系
研
究
室
の
卒
業
生
の

本
会
へ
の
入
会
に
関
す
る
件
等

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度

は
、
慣
例
に
よ
り
二
年
に
一
度

三
翠
同
窓
会
（
親
同
窓
会
）
の

開
催
日
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
三
翠
化
学
会

総
会
後
、
親
同
窓
会
の
諸
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
総
会
で
は
、
勝
崎
副
会
長

の
司
会
の
も
と
、
冒
頭
に
会
長

よ
り
、
賛
助
金
に
対
す
る
同
窓

会
諸
氏
の
暖
か
い
ご
支
援
に
対

す
る
謝
辞
、
梅
川
学
部
長
始
め

大
学
の
先
生
方
の
ご
尽
力
で
、

学
部
の
改
組
が
な
さ
れ
、
新
卒

業
生
が
三
翠
化
学
会
に
入
会
で

き
る
体
制
が
出
来
上
が
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い

で
議
長
に
岡
田
氏
（
大
17
回
）

を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
二
七
年
度
の
事
業
報

告
（
西
尾
幹
事
）、
会
計
報
告

（
三
島
幹
事
欠
席
で
勝
崎
副
会

長
）、
監
査
報
告
（
久
松
監
事
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
平

成
二
八
、
二
九
年
度
役
員
人
事

が
諮
ら
れ
、
大
部
分
の
方
が
留

任
さ
れ
ま
し
た
が
、
副
会
長
に

苅
田
修
一
氏
（
大
30
回
、
学
内

教
官
）
が
追
加
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
議

案
に
つ
い
て
親
会
三
翠
同
窓
会

と
の
折
衝
等
を
担
当
す
る
為
の

人
事
で
あ
る
と
の
説
明
が
会
長

よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
生

物
圏
生
命
科
学
科
、
資
源
循
環

学
科
の
化
学
系
研
究
室
を
卒
業

さ
れ
た
一
三
年
間
（
今
後
も
含

め
る
と
一
五
年
間
）
の
卒
業
生

の
本
会
へ
の
入
会
を
無
条
件
で

認
可
す
る
と
の
提
案
が
会
長
か

ら
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

無
条
件
の
説
明
と
し
て
、「
生

物
圏
生
命
科
学
科
及
び
資
源
循

環
学
科
の
化
学
系
研
究
室
を
卒

業
し
、
本
人
が
希
望
す
る
限
り

三
翠
同
窓
会
の
会
員
の
有
無
を

問
わ
ず
、
ま
た
入
会
金
も
取
る

こ
と
な
く
入
会
を
認
め
る
」
と

い
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
平
成
二
八
年
度
の

事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
以
上
の
議
題
は
審
議
の

上
、
全
て
満
場
一
致
で
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
に
会
長
よ
り
、

今
後
の
目
標
は
「
失
わ
れ
た

一
五
年
間
の
同
窓
会
未
入
会
の

卒
業
生
を
三
翠
化
学
会
へ
入
会

す
べ
く
、
会
員
各
位
の
全
力
を

あ
げ
て
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て

二
八
年
度
三
翠
化
学
会
総
会
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

賛
助
金
ご
協
力
の
御
礼
　
　
　
　
　

　
本
年
度
も
賛
助
金
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
回
目

の
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

今
回
も
総
額
百
万
円
を
超
え

る
（
三
重
大
グ
ッ
ズ
代
、
払
い

込
み
手
数
料
を
引
い
て
八
〇
万

円
）
心
の
こ
も
っ
た
ご
支
援
を

頂
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
篤
い

お
志
を
強
く
感
じ
、
改
め
て
役

員
一
同
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
こ
に
ご
芳
志
を
い
た

だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載

さ
せ
て
頂
き
御
礼
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昨
年
も
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、伝
統
あ
る
機
関
紙「
三

翠
化
学
」
を
と
り
あ
え
ず
続
け

る
こ
と
が
で
き
、
し
ば
ら
く

滞
っ
て
い
た
支
部
へ
の
補
助
金

も
何
と
か
再
開
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
面
の
資
金
確
保
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
賛
助
金
は
暫
く
お

願
い
し
な
い
方
向
で
調
整
致
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
意

見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
あ
ら
た
な
大
学
の
組
織
が
育

ち
つ
つ
あ
り
、
近
い
将
来
三
翠

岩田　章
榊原繁雄
吉田誠之
草深新三郎
嶋田　協
桑原章郎
清水利一
福田　映
前田　巌
下　孝一
河合美登利
坂野市三
田中秀志
梅田尊夫
薮本義雄

加藤　晃
深谷広成
藤本堯夫
吉野遷次
石原　暁
奥村哲郎
平塚　孝
加藤　博
島田健二
原　　弘
藤本公三
山口宗男
鈴木　潔
坂東正一
平田忠史

平田忠司
荒木　宏
伊藤道子
小出章夫
榊原孝男
森岡　保
秋田政継
辻野隆房
土肥　博
相松篤光
今西康隆
大橋藤五郎
亀山幸輝
河村　宏
鋤柄　修

谷由美子
廣部　肇
松崎邦忠
岡崎直人
川原田美千代
小林英則
清水宣雄
高橋恒明
舘　行生
戸嶋　進
西野忠明
宮城久茂
阿形光治
内田勝啓
小畑　仁
橋本時雄

池山洋久
駒田　誠
酒井敏秀
榊原章美
杉崎清子
杉﨑　護
本庄達之助
村田昂三
山田　覚
伊藤昭文
岡田　啓
滝　弘安
平田秀彦
前田眞彦
糀谷次雄
高瀬　敏

田巻　聰
浅井美文
浅尾由一
小澤端夫
東海裕作
中野　潤
西出裕次
古橋雅巳
松本　孝
八木年晴
小田豊博
田中俊一
田中　実
西田律夫
広瀬和久
藤川誠一

伊藤哲雄
中川順博
名取重治
浅野真逸
丹羽誠一
飯田徹也
飯田陽子
古山順啓
木村幸信
田中完爾
早川幹男
稲垣長郷
佐藤裕之
水谷清寛
浅井以和夫
服部正之

藤田勝俊
森　亮夫
山北和男
荒木幸隆
岩田将司
岡本俊二
三田清司
内田郁夫
小川悦代
本多芳孝
柳瀬茂樹
山田恵一郎
飯田博樹
小出恭司
近藤博巳
酒井昭弘

粉川英治
粉川由香里
孕石敏貴
孕石順深
山口千香子
中西俊子
稲森国勝
岸田吾一
曽我　元
橋本聖美
前田祥貴
市井広樹
林　秀謙
伊藤晴枝
中井芳樹
朝比奈亮

布目知広
岡森万里子
小田篤子
大村知子
酒井正治
久松　眞
柏村直樹
駒田禔子
小宮孝志
匿　　名

賛助金振込み者御芳名（敬称略）

　

副
会
長
一
名
増
員　

苅
田
修
一
氏
（
大
30
回
、
学
内
教
員
）

　

�

生
物
圏
生
命
科
学
科
、
資
源
循
環
学
科
の
化
学
系
研
究
室
卒
業
生�

本
同
窓
会
へ
の
無
条
件
入
会
認
可
を
決
定

平成29年度　三翠化学会　同窓会のご案内
記

日時　平成 29 年 10 月 21 日（土）　11：00 受付開始
　　　総　会	 11：30 ～ 12：00
　　　講演会	 12：00 ～ 13：00
	 講師　鋤柄　修氏（本学農芸化学科卒 大 12 回）
	 演題「自由を求めて自主独立」
	 　　 ～環境ビジネスと会社経営に人生をかけて～
	 略歴	 �㈱エステム前代表取締役会長、愛知中小企

業家同友会代表理事等を歴任
	 	 �中小企業家同友会全国協議会会長、現在に

至る。
　　　懇親会　13：15 ～ 15：15
会場　総　会・講演会　生物資源学部大講義室
　　　懇親会　三重大学生協　第１食堂
懇親会会費　5,000 円
参加いただく予定の先生方
　小畑　仁、久松　眞、粟冠和郎、田中晶善、橋本　篤の諸先生
　（�なお、長老の先生方には、体調と御相談の上ご参加いただけれ

ば幸いです。）
幹事連絡先
　杉﨑　護（大 16 回）	090-1624-6160	 m-sugisaki@arrow.ocn.ne.jp
　木村幸信（大 25 回）	090-4859-3554	 y.kimura3no0@gmail.com
　勝崎裕隆（大 36 回）		 katsuzak@bio.mie-u.ac.jp
出欠の締め切り　返信用はがきで９月末日までにお願いいたします。

　
一
四
年
前
高
遠
を
訪
れ
、
城

址
一
山
を
包
む
満
開
の
小
彼
岸

桜
に
圧
倒
さ
れ
て
以
来
、
桜
に

興
味
を
持
ち
始
め
た
。
翌
年
山

梨
県
実
相
寺
の
山
高
神
代
桜

（
樹
齢
最
長
二
千
年
）
を
訪
れ

た
。
樹
勢
回
復
処
置
が
さ
れ
て

い
た
が
幹
の
根
元
は
今
に
も
枯

れ
そ
う
な
の
に
し
っ
か
り
花
を

咲
か
せ
て
い
る
姿
を
見
て
思
わ

ず
手
を
合
わ
す
程
の
感
動
を
覚

え
た
。
福
島
県
三
春
町
の
滝
桜

（
千
年
）
に
は
大
き
な
王
者
の

如
き
姿
で
滝
の
様
に
枝
垂
れ
る

糸
桜
に
胸
を
打
た
れ
、
一
本
桜

古
木
の
虜
に
な
っ
た
。
岐
阜
県

る
。
私
の
好
み
の
ベ
ス
ト
３
①

は
山
梨
県
韮
崎
の
王
仁（
わ
に
）

塚
桜
。
八
ヶ
岳
を
背
景
に
田
圃

脇
に
立
ち
、
写
真
集
に
良
く
使

わ
れ
、
最
盛
期
に
は
カ
メ
ラ

の
脚
立
置
場
が
な
い
混
雑
振
り

で
、
早
朝
空
気
が
澄
ん
だ
時
間

に
良
い
ア
ン
グ
ル
か
ら
見
る
姿

は
美
し
い
。
②
は
岐
阜
県
高
山

の
臥
龍
桜
。
千
百
年
だ
が
樹
勢

回
復
が
叶
い
、
伏
し
た
龍
の
如

き
大
き
な
雄
姿
で
、
花
数
が
多

化
学
会
に
入
会
い
た
だ
け
る
新

し
い
学
科
の
学
生
さ
ん
と
本
会

と
の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
三
翠
会
（
親

会
）
経
由
で
入
会
者
に
見
合
う

お
金
が
本
会
に
も
い
た
だ
け
る

見
通
し
で
、
念
願
の
財
政
健
全

化
が
実
現
し
そ
う
な
感
じ
で
お

り
ま
す
。
ま
だ
確
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
推
移
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
、
今

後
と
も
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
会
　
　
長

　

杉
﨑
　
護

	

資
金
担
当

　

小
畑

　
仁
）

根
尾
谷
の
淡
墨
（
う
す
ず
み
）

桜
（
千
五
百
年
）
は
花
の
色
は

蕾
で
は
ピ
ン
ク
、
満
開
で
白
、

散
り
際
は
淡
い
墨
色
に
変
化
す

る
。
七
年
前
に
訪
れ
た
時
は
ま

だ
咲
始
め
で
残
念
な
思
い
を
し

た
。
三
年
前
に
や
っ
と
満
開
に

出
会
え
て
長
年
の
夢
が
叶
っ

た
。
こ
の
三
桜
は
日
本
三
大
桜

と
称
さ
れ
、ツ
ア
ー
客
も
多
い
。

　
桜
の
語
源
で
は
サ
は
田
の

神
、
ク
ラ
は
神
坐
、
田
の
神
が

桜
の
木
に
降
り
た
ち
居

座
っ
て
い
る
と
の
意
と

さ
れ
る
。
桜
の
花
が
咲

く
と
農
作
業
を
始
め
る

種
撒
き
桜
、
苗
代
桜
の
名
前
の

古
木
も
多
く
、
根
元
に
祠
を
奉

り
、
村
の
守
り
神
と
し
て
大
事

に
さ
れ
て
い
る
。
春
を
告
げ
る

桜
の
長
寿
と
崇
高
さ
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
予
定
の
な
い
日
と
行
き
た
い

先
の
開
花
状
況
と
を
兼
合
せ
な

が
ら
場
所
と
日
程
決
め
が
悩
み

で
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
る
。

訪
ず
れ
た
先
の
桜
写
真
と
要
点

を
記
述
し
た
写
真
集
が
宝
で
あ

く
堂
々
と
し
て
お
り
、
何
時
ま

で
も
見
飽
き
な
い
桜
。
③
は
秋

田
県
角
館
武
家
屋
敷
の
枝
垂
れ

桜
。
京
都
か
ら
輿
入
れ
し
た
姫

が
持
参
の
桜
を
藩
の
指
示
で
各

屋
敷
に
植
え
、
守
ら
れ
て
き
た

桜
。
道
を
挟
む
家
々
の
高
い
幹

か
ら
道
に
垂
れ
る
糸
桜
が
風
に

揺
れ
る
姿
は
人
が
少
な
い
早
朝

に
眺
め
る
と
言
葉
に
な
ら
な
い

程
情
緒
が
あ
り
感
動
す
る
。
こ

れ
ま
で
述
べ
た
桜
は
枝
垂
れ
桜

も
含
め
て
何
れ
も
江
戸
彼
岸
桜

で
あ
る
。

　
他
に
も
見
て
い
た
だ
き
た
い

桜
を
一
覧
表
に
し
ま
し
た
。

　
花
見
は
東
日
本
を
中
心
に

二
百
数
十
か
所
を
巡
っ
て
き

て
、
染
井
吉
野
桜
が
咲
く
桜
名

所
も
素
敵
な
所
が
多
い
で
す

が
、
数
百
年
を
経
た
一
本
桜
古

木
に
は
幾
度
も
枯
れ
る
危
機
を

乗
り
越
え
生
き
延
び
て
き
た
年

の
重
み
と
荘
厳
さ
が
あ
り
、
時

に
は
胸
迫
る
も
の
を
感
じ
、
桜

古
木
を
巡
る
楽
し
み
は
尽
き
ま

せ
ん
。	

小
島
楯
彦（
大
15
回
）

 

一
本
桜
古
木
に
魅
せ
ら
れ
て

お勧めの一本桜古木

県 場　　所 名称 コメント
岩　手 盛岡市　裁判所前 石割桜 根が岩を割って育つ
山　形 置賜さくら回廊伊佐沢 久保桜 日清戦争戦勝桜写真
福　島 郡山市　上石 不動桜 三春３大桜
福　島 郡山市　紅枝垂れ 地蔵桜 三春３大桜
福　島 川俣町　秋山 駒　桜 姿が良い
福　島 会津若松市 石部桜 「八重の桜」タイトルバック
埼　玉 秩父市　清雲寺 枝垂桜 数本の大きな枝垂れ桜
千　葉 市川市　弘法寺 伏せ姫 綺麗な枝垂れ桜
神奈川 小田原市　長興山 枝垂桜 箱根登山電車、入生田駅
山　梨 甲州市塩山　慈雲寺 枝垂桜 真上から桜が枝垂れる
山　梨 身延山　久遠寺 枝垂桜 報恩閣と桜がマッチング
長　野 伊那市　勝間 枝垂桜 ２本、立派で見事
長　野 飯田市　美術博物館 安富桜 ツアー客で一杯
長　野 高山村　 五大桜 水中の枝垂れ、黒部のエドヒガン他
岐　阜 荘川湖　 荘川桜 湖底になる寺から植え替えた
静　岡 三島市　三嶋大社 三島桜 大島桜、枝垂れ桜も

臥龍桜

（題字は稲川先生）
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第 66 号	 三　　　翠　　　化　　　学	 平成 29 年 ８ 月 ● 日　　　（2）

　
三
翠
化
学
会
関
西
支
部
は
、

昭
和
五
九
年
に
第
一
回
総
会
が

開
催
さ
れ
、
平
成
一
三
年
か
ら

は
、
支
部
総
会
か
ら
交
流
会
に

名
称
を
変
更
し
、
平
成
二
七
年

ま
で
一
七
回
の
開
催
を
重
ね
、

現
在
も
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
毎
年
の
支
部
の
活

動
を
支
え
て
頂
い
て
い
る
三
翠

化
学
会
本
部
、
毎
年
の
交
流
会

に
際
し
、
ご
講
演
を
引
き
受
け

て
く
だ
さ
っ
た
講
師
の
皆
様
の

多
大
な
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
第
一
八
回
支
部
交
流
会

は
、
平
成
二
八
年
一
一
月
一
二

日（
土
）、
ご
来
賓
と
し
て
三
翠

化
学
会
長
の
杉
﨑
護
氏
（
大
16

回
）、
副
会
長
の
木
村
幸
信
氏

（
大
25
回
）
に
ご
出
席
を
賜
り
、

今
回
も
新
大
阪
の
ホ
テ
ル
ク
ラ

イ
ト
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
一
部
は
関
西
支
部
総
会
で

す
。
冒
頭
に
物
故
者
に
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
次
い
で
岸
田
幹

事
（
大
36
回
）
の
司
会
の
も
と
、

杉
﨑
会
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ

り
、
三
翠
化
学
会
本
部
の
現
状

と
各
支
部
の
活
動
状
況
及
び
機

関
誌
「
三
翠
化
学
」
へ
の
協
力

金
の
御
礼
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
谷

中
支
部
長
（
大
13
回
）
か
ら
は

平
成
二
七
年
度
の
活
動
報
告
、

堀
幹
事
（
大
28
回
）
の
会
計
報

告
、
谷
口
幹
事
（
大
20
回
）
か

ら
の
会
計
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
二
部
は
恒
例
の
談
話
会
で

す
。
岸
田
幹
事
の
司
会
で
、
ま

ず
、
三
重
大
学
大
学
院
生
物
学

研
究
科
長
・
学
科
長
の
梅
川
逸

人
氏
（
院
14
回
）
よ
り
、「
生

物
資
源
学
研
究
科
の
機
能
強
化

を
目
指
し
て
」
と
題
し
、
地
元

に
貢
献
す
る
役
割
・
取
組
に
つ

い
て
三
重
大
学
が
今
後
目
指
し

て
い
く
方
向
性
に
つ
い
て
の
紹

介
が
あ
り
、
特
に
生
物
資
源
学

部
の
取
組
と
し
て
、「
若
者
を

地
域
に
留
め
置
く
」「
研
究
成

果
を
地
域
に
還
元
す
る
た
め
、

地
域
重
点
サ
テ
ラ
イ
ト
を
創
設

す
る
」「
地
域
の
力
の
発
信
機

能
の
強
化
」「
化
学
分
野
の
定

数
を
増
や
す
」
等
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
関
西
支
部
の
幹
事

で
も
あ
る
伊
藤
哲
雄
氏
（
大
21

回
）
よ
り
、「
化
学
企
業
に
お

け
る
研
究
と
開
発
」と
題
し
て
、

長
年
研
究
者
と
し
て
勤
務
さ
れ

た
三
洋
化
成
工
業
㈱
時
代
の
活

動
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
電
気
機

器
、
自
動
車
等
身
近
な
製
品
に

資
材
・
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
製
品
開
発
業

務
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
教
訓
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
、
血
管
を
接
着
す
る

「
外
科
用
止
血
剤
」
に
つ
い
て
、

も
の
は
早
い
時
期
に
い
い
も
の

が
で
き
た
が
、
医
療
分
野
・
薬

事
面
を
理
解
で
き
る
役
員
、
人

材
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
結
果
一

時
開
発
が
中
断
し
、
製
品
化
ま

で
に
大
変
な
長
期
間
を
費
や
し

た
こ
と
、「
ね
ら
い
目
は
、
成

長
分
野
の
ロ
ー
テ
ク
材
料
」「
必

要
な
の
は
、
相
手
に
分
か
る
こ

と
ば
で
自
分
の
考
え
を
話
す
能

力
」
と
い
う
内
容
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

　
出
席
者
全
員
で
の
記
念
撮
影

の
後
、
第
三
部
は
い
よ
い
よ
お

楽
し
み
の
懇
親
会
で
す
。
田
宮

幹
事（
大
36
回
）の
司
会
で
開
始

と
な
り
、
杉
﨑
会
長
に
乾
杯
の

ご
発
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

嶋
林
名
誉
教
授
（
専
１
回
、
大

２
回
）、
木
村
副
会
長
、
杉
﨑

第
十
八
回
三
翠
化
学
会

　
関
西
支
部
交
流
会
報
告

会
長
夫
人
清
子
氏
（
大
16
回
）、

今
回
初
参
加
の
今
川
佑
介
氏

（
大
50
回
）
の
お
話
が
あ
り
、

い
つ
も
の
よ
う
に
近
況
を
報
告

し
あ
っ
た
り
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
懇
親
会
は
進

み
ま
し
た
。
最
後
に
、
恒
例
ど

お
り
三
翠
応
援
歌
を
熱
唱
し
て

連
帯
感
を
深
め
、
谷
中
支
部
長

よ
り
来
年
の
再
会
を
期
し
た
閉

会
の
辞
で
、
第
一
八
回
関
西
支

部
交
流
会
は
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
交

流
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
支
部
運
営
協
力
費
に

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様

に
、
誌
面
を
お
借
り
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

	

西
本
和
実（
大
33
回
）

第
一
九
回
三
翠
化
学
会

　
　
　
関
西
支
部
交
流
会
の
ご
案
内

日
時	

平
成
二
九
年
一
一
月
一
八
日（
土
）

	

午
前
一
一
時
か
ら

場
所	

ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン
新
大
阪

談
話
会
特
別
講
師
（
予
定
）

　「�

農
芸
化
学
の
学
生
の
変
遷

　
昭
和
最
後
か
ら
現

在
ま
で
─
研
究
環
境
、学
生
生
活
、就
職
な
ど
─
」

　
三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
准
教
授

　
　
勝
崎
裕
隆
氏
（
大
36
回
）

　「
日
本
の
医
薬
品
市
場
の
現
在
・
過
去
・
未
来
♪
」

　�

バ
イ
エ
ル
薬
品
㈱
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
サ
イ
ト

＆
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
部
長

　
　
小
川
悦
代
氏
（
大
30
回
）

　
最
新
の
知
見
に
触
れ
、
三
翠
化
学
の
同
窓
生
と

楽
し
く
語
り
合
う
絶
好
の
機
会
で
す
。
関
西
支
部

以
外
の
皆
様
の
ご
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
同

級
生
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

第
一
四
回 

三
翠
化
学
関
東
支
部
総
会

　
　
　
　
お
よ
び
講
演
会
・
懇
親
会
開
催
さ
れ
る

　
第
一
四
回
支

部
総
会
お
よ
び

講
演
会
・
懇
親

会
が
二
月
二
五

日
（
土
）
一
一

時
か
ら
大
手
町

Ｊ
Ａ
ビ
ル
Ｂ
１

の
ラ
・
カ
ン
パ

ニ
ュ
で
開
催
さ

れ
、
二
四
名
が

出
席
し
ま
し

た
。

　
全
体
の
運
営

を
平
田
副
支

部
長
（
大

20

回
）
の
進
行
で

す
す
め
、
ま
ず

浅
井
副
支
部
長

（
大
19
回
）
か

ら
案
内
・
参

加
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
一
七
七
名
に
案
内
（
内

メ
ー
ル
が
一
一
一
名
、
葉
書
が

六
六
名
）
し
ま
し
た
が
、
回
答

者
は
一
〇
〇
名
で
回
答
率
は

五
六
・
五
％
（
前
回
五
五
％
）

で
し
た
。
今
回
は
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
直
前
に
体
調
を
崩
さ

れ
た
方
も
含
め
、
申
込
み
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
く
二
四
名
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
吉
田
関
東
支
部
長

（
大
18
回
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、

杉
﨑
三
翠
化
学
会
会
長
か
ら
来

賓
の
挨
拶
が
あ
り
、
生
物
資
源

学
部
の
改
組
に
伴
う
後
援
会
の

今
後
の
見
通
し
と
課
題
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
総
会
に
入
り
、

東
海
副
支
部
長
（
大
19
回
）
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
案
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。
第
一
号
議

案
は
平
成
二
七
～
二
八
年
度
関

東
支
部
活
動
報
告
で
、
吉
田
支

部
長
か
ら
第
一
三
回
支
部
総

会
、
第
七
回
交
流
会
、
第
四

回
、
五
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
報
告

（
機
関
誌
「
三
翠
化
学
」、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
）、
更
に
今
期

一
〇
回
開
催
し
た
支
部
委
員
会

の
活
動
概
要
を
報
告
し
ま
し

た
。次
い
で
田
中
副
支
部
長（
大

20
回
）
か
ら
第
二
号
議
案
の
会

計
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
監
査

報
告
、
第
三
号
議
案
の
関
東
支

部
規
約
の
改
正
、
そ
し
て
第
四

号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
規

約
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の

口
座
開
設
と
実
態
に
合
わ
せ
た

内
容
に
改
正
す
る
た
め
提
案
し

ま
し
た
。
役
員
改
選
に
つ
い
て

は
、
田
中
副
支
部
長
、
藤
川
監

事
（
大
20
回
）
が
退
任
さ
れ
、

新
し
く
丹
羽
誠
一
（
大
22
回
）

と
蛭
薙
政
美
（
大
27
回
）
の
両

氏
が
、ま
た
監
事
に
中
島
亨（
大

22
回
）
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
支
部
長
、
浅
井
、
東
海
、

平
田
、
飯
田
の
各
氏
は
再
任
さ

れ
今
期
も
八
名
体
制
で
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
講
演
会

は
、
大
20
回
の
児
玉
典
男
氏

に
「
観
音
山
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ

ン
の
活
動
内
容
と
今
後
の
展

望
」
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し

た
。
児
玉
さ
ん
は
一
〇
〇
年
以

上
続
く
み
か
ん
農
家
の
五
代
目

で
す
。
昭
和
三
七
年
に
設
立

さ
れ
た
農
業
生
産
法
人
有
限
会

社
柑
香
園
（
商
標
　
観
音
山
フ

ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
）
を
引
き
継

ぎ
経
営
の
拡
大
を
は
か
り
、
借

地
も
含
め
て
約
八
ha
で
柑
橘
を

中
心
と
し
た
栽
培
を
行
っ
て
お

り
、
更
に
面
積
を
拡
大
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
農
水
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
か
ら
テ
レ
ビ
放
映
が
相
次

ぎ
、
最
近
で
は
日
テ
レ
の
「
沸

騰
ワ
ー
ド
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
番

　
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら

生
物
圏
生
命
科
学
専
攻
・
生
命

機
能
化
学
講
座
・
生
物
機
能
化

学
教
育
研
究
分
野
の
准
教
授
に

着
任
し
ま
し
た
。
出
身
は
兵
庫

県
で
、
京
都
大
学
大
学
院
農
学

研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し
ま

し
た
（
博
士
論
文
主
査

：

西

岡
孝
明
教
授
）。
学
位
取
得
後

は
京
都
大
学
に
て
半
年
間
研
修

生
で
過
ご
し
た
後
、
島
津
製
作

所
に
て
二
年
勤
務
し
ま
し
た
。

平
成
一
九
年
一
〇
月
か
ら
は
理

化
学
研
究
所
に
て
勤
務
し
、
主

に
質
量
分
析
計
を
用
い
た
網
羅

的
な
脂
質
解
析
と
脂
質
代
謝
研

究
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
脂
質
と
い
う
と
細
胞
の
エ
ネ

組
で
紹
介
さ
れ
知
名
度
も
高
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
児
玉
さ

ん
の
経
営
方
針
に
つ
い
て
、
特

に
商
品
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
、

Ｂ
to
Ｂ
だ
け
で
な
く
Ｂ
to
Ｃ
の

積
極
的
な
顧
客
対
応
、
そ
し

て
今
後
の
展
望
な
ど
を
熱
く

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
柑
橘
や

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
を
参
加
者
全
員
に
用
意

し
て
頂
く
な
ど
心
遣
い
も
あ

り
、
児
玉
さ
ん
か
ら
元
気
を

貰
っ
た
方
も
多
い
講
演
会
で
し

た
。（
三
面
関
連
記
事
）

　
閉
会
の
挨
拶
で
、
吉
田
支
部

長
か
ら
来
年
は
第
八
回
交
流
会

を
二
～
三
月
に
、
第
六
回
ゴ
ル

フ
大
会
を
六
月
七
日（
水
）
に

開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、
多
く

の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
集
合
写
真
撮
影
の
後
、
飯
田

副
支
部
長
（
大
23
回
）
の
進
行

の
も
と
、
亀
山
幸
輝
先
輩
（
大

12
回
）
の
乾
杯
の
発
声
で
、
恒

例
の
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
回
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
で

二
時
間
の
飲
み
放
題
で
設
営
し

ま
し
た
。
当
店
は
全
農
が
経
営

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全
農

の
営
農
総
合
企
画
部
の
久
保
部

長
（
吉
田
支
部
長
の
後
輩
）
か

ら
、
純
米
大
吟
醸
「
三
重
大

學
」
四
本
（
日
本
酒
は
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
心
遣
い
に

感
謝
）、
藤
川
氏
よ
り
「
八
海

山
」
一
升
瓶
の
差
し
入
れ
が
あ

り
、
ワ
イ
ン
あ
り
、
ビ
ー
ル
、

ハ
イ
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
あ
り
で
皆
さ
ん
ご
満
悦
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
の
近
況
報
告

も
あ
り
、
席
も
入
り
乱
れ
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
二
時
間
を

超
え
る
懇
親
会
も
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　
大
30
回
の
坂
倉
正
司
氏
の
締

め
の
後
、
恒
例
に
よ
り
浅
井
副

支
部
長
の
指
揮
で
「
三
翠
応
援

歌
」
を
大
合
唱
し
、
次
回
の
交

流
会
の
参
加
を
約
し
て
総
会
を

終
え
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
今
回
の
総
会
の

出
席
者
（
敬
称
略
）
を
紹
介
し
、

報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

田
中
康
夫（
８
回
）、
亀
山
幸
輝

（
12
回
）、
岡
崎
直
人（
14
回
）、

小
島
楯
彦（
15
回
）、
杉
﨑
護

（
16
回
）、
岡
田
啓（
17
回
）、
高

瀬
敏（
18
回
）、
吉
田
吉
明（
18

回
）、
浅
井
美
文（
19
回
）、
浅

尾
由
一（
19
回
）、
東
海
裕
作

（
19
回
）、
児
玉
典
男（
20
回
）、

坂
本
秀
雄（
20
回
）、
田
中
俊
一

（
20
回
）、
原
田
三
郎（
20
回
）、

平
田
友
良（
20
回
）、
藤
川
誠
一

（
20
回
）、
中
島
亨（
22
回
）、
丹

羽
誠
一（
22
回
）、
飯
田
徹
也

（
23
回
）、
別
所
明（
26
回
）、
蛭

薙
政
美（
27
回
）、
坂
倉
正
司

（
30
回
）、
佐
藤
郁
夫（
30
回
）、

酒
井
和
好（
34
回
）

	

吉
田
吉
明（
関
東
支
部
長
）

着
任
の
挨
拶	

國
武
　
絵
美

　
平
成
二
九
年
三
月
一
日
付
け

で
生
物
圏
生
命
科
学
専
攻
・
生

命
機
能
化
学
講
座
・
微
生
物
遺

伝
学
教
育
研
究
分
野
の
助
教
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
、
國
武
絵

美
と
申
し
ま
す
。
大
阪
府
堺
市

で
生
ま
れ
育
ち
、
大
阪
府
立
大

学
大
学
院
生
命
環
境
科
学
研
究

科
で
川
口
剛
司
教
授
の
ご
指
導

の
も
と
学
位
を
取
得
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
大
学
大

学
院
生
命
農
学
研
究
科
で
三
年

半
、
農
研
機
構
農
業
環
境
変
動

研
究
セ
ン
タ
ー
で
半
年
間
、
研

究
員
と
し
て
勤
め
て
参
り
ま
し

た
。
同
教
育
研
究
分
野
教
授
・

木
村
哲
哉
先
生
や
合

同
で
研
究
室
を
運
営

し
て
い
る
応
用
微
生

物
学
教
育
研
究
分
野

教
授
・
粟
冠
和
郎
先

生
は
学
生
時
代
か
ら

存
じ
上
げ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
伝
統
あ

る
こ
の
研
究
室
に
来

る
こ
と
が
で
き
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
私
の
研
究
テ
ー
マ

は
微
生
物
の
有
用
酵

素
の
生
産
制
御
で
、

主
にAspergillus

属
糸
状
菌

の
セ
ル
ロ
ー
ス
系
バ
イ
オ
マ
ス

分
解
酵
素
遺
伝
子
の
発
現
制
御

機
構
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
糸
状
菌
の
環
境

中
の
糖
の
認
識
機
構
と
そ
の
シ

グ
ナ
ル
伝
達
機
構
、
転
写
調

節
因
子
の
作
用
機
構
を
分
子
レ

ベ
ル
で
解
析
し
、
セ
ル
ロ
ー
ス

系
バ
イ
オ
マ
ス
分
解
酵
素
の
大

量
生
産
へ
と
応
用
す
る
こ
と
が

目
標
で
す
。
今
後
は
地
域
社
会

へ
の
貢
献
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
多
く
の
研
究
者
と
交
流
し

て
独
創
的
な
研
究
を
展
開
で
き

る
よ
う
研
鑽
し
ま
す
。

　
教
員
と
し
て
の
立
場
は
初
め

て
の
も
の
で
、
ま
だ
ま
だ
手
探

り
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学

生
さ
ん
と
真
摯
に
向
き
合
い
、

探
求
心
や
主
体
性
が
引
き
出
せ

る
よ
う
な
教
育
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
未
熟
な
点
が

多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、

生
物
資
源
学
研
究
科
の
発
展
の

た
め
に
研
究
・
教
育
に
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
の
挨
拶	

岡
咲

　
洋
三

ル
ギ
ー
代
謝
を
つ
か
さ
ど
る
代

謝
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際

に
は
シ
グ
ナ
ル
伝
達
物
質
や
抗

菌
性
物
質
の
前
駆
体
で
も
あ

り
、
そ
の
機
能
は
多
岐
に
渡
り

ま
す
。

　
私
は
様
々
な
植
物
サ
ン
プ
ル

の
脂
質
情
報
の
取
得
と
並
行
し

て
、
植
物
が
ス
ト
レ
ス
に
晒
さ

れ
た
際
に
蓄
積
す
る
未
知
脂
質

の
同
定
や
そ
の
機
能
解
析
に
従

事
し
ま
し
た
。
一
〇
年
近
く
の

研
究
所
生
活
で
し
た
が
、
色
々

な
分
野
の
方
々
と
の
出
会
い
も

含
め
て
非
常
に
貴
重
な
経
験
を

積
ま
せ
て
頂
い
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
度
ご
縁
が
あ
っ
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
が
、
前
途
あ
る
若

人
に
仮
説
を
実
験
で
検
証
す
る

こ
と
の
面
白
さ
や
、
そ
の
過
程

に
お
け
る
天
然
物
化
学
や
分
析

化
学
の
利
用
に
つ
い
て
伝
え
て

い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
だ
赴

任
し
て
数
か
月
で
よ
く
分
か
っ

て
い
な
い
こ
と
も
多
い
と
存
じ

ま
す
が
、
今
後
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三翠化学会　関東支部交流会
次回のご案内

　日時：	平成 30 年 3 月 17 日
　会場：	三重テラス
	 東京都中央区日本橋室町 2-4-1
	 　YUITO ANNEX 1F・2F
詳細問い合わせ先
　幹事：	飯田徹也（大23回）
	 TEL：090-4538-5180
	 e-mail：tetty.iida@nifty.com



（3）　　　第 66 号	 三　　　翠　　　化　　　学	 平成 29 年 ８ 月 ● 日

　大 6 回生 （昭和 33 年卒）
は平成 29 年５月 24 日、幹
事藤本氏のもと KKR ホテル
熱海でクラス会を開きました。
熱海には観光客が回復して賑
わっているかと思われました
が、平日のためか昔日の面影
はありませんでした。ホテル

よりは静かな相模湾が一望でき、その眺望を満喫しました。
　今回の出席者は 11 名（卒業生 29 名、物故者９名）でした。地元
の新鮮な海の幸に舌鼓を打ちながら盃を重ねました。その後一室に集
合し 12 時近くまで語り合いました。その席で杉本氏より「18 歳と
81 歳の違い」 （ブログより引用）と題する戯れ言が披露されました。
それを紹介します。

○道路を暴走するのが 18 歳、逆走するのが 81 歳　○心がもろい
のが 18 歳、骨がもろいのが 81 歳　○偏差値が気になるのが 18 歳、
血糖値が気になるのが 81 歳　○受験戦争を戦っているのが 18 歳、
アメリカと戦ったのが 81 歳　○恋におぼれるのが 18 歳、風呂に
溺れるのが 81 歳　○まだ何も知らないのが 18 歳、もう何も覚え
ていないのが 81 歳　○東京オリンピックに出たいのが 18 歳、東
京オリンピックまで生きていたいのが 81 歳　○自分探しの旅をし
ているのが 18 歳、出かけたまま分からなくなってしまうのが 81
歳　○「嵐」というと松本潤を思い出すのが 18 歳、鞍馬天狗の嵐
寛寿郎を思い出すのが 81 歳　※ 81 歳は６回生の平均年齢

　翌日朝食をとりながら、来年のクラス会は卒業後 60 年という節目
の年という事で母校周辺での開催を決め、再会を約して解散しました。
 （出席者）
　加納、川内、上瀬、杉本、豊田、西沢、服部 （英）、福田、藤本、松尾、

吉野の各氏� （吉野）

大学６回　クラス会
　
関
東
支
部
第
六
回
ゴ
ル
フ
大

会
を
平
成
二
九
年
六
月
七
日

（
水
）、
昨
年
に
引
き
続
き
取
手

桜
が
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
茨
城

県
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
藤
代
駅
に
近

い
車
で
五
分
の
名
門
コ
ー
ス
）

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
常
連
が
不
参
加
で

幹
事
の
飯
田
副
支
部
長
の
友
人

の
応
援
参
加
を
得
ま
し
た
が
、

二
組
八
名
の
一
寸
寂
し
い
コ
ン

ペ
と
な
り
ま
し
た
。
週
間
予
想

で
は
雨
の
予
想
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
日
頃
の
行
い
よ
ろ
し

く
、
曇
り
で
暑
く
も
な
く
絶
好

の
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
各

選
手
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も

真
剣
な
プ
レ
ー
で
、
優
勝
を
目

指
し
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
の
ラ

ウ
ン
ド
で
し
た
。

　
新
ぺ
リ
ア
の
ハ
ン
デ
戦
で

行
っ
た
結
果
、
優
勝
は
菅
原
博

氏
（
大
26
回
）
で
イ
ン
四
五
・

ア
ウ
ト
四
四
の
グ
ロ
ス
八
九
、

ハ
ン
デ
一
四
・
四
、
ネ
ッ
ト

七
四
・
六
で
堂
々
の
初
優
勝
で

す
。
菅
原
選
手
は
栃
木
か
ら
の

参
戦
で
二
度
目
の
参
加
で
の
栄

冠
で
す
。
同
伴
し
ま
し
た
が

ゴ
ル
フ
に
対
す
る
愛
着
と
プ

レ
ー
に
対
す
る
熱
心
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
準
優

勝
は
吉
田
吉
明
氏
（
大
18
回
）

で
、
イ
ン
三
九
・
ア
ウ
ト
四
三

の
グ
ロ
ス
八
二
、
ハ
ン
デ
七
・

二
、
ネ
ッ
ト
七
四
・
八
で
し
た
。

ベ
ス
グ
ロ
は
、
グ
ロ
ス
八
〇

（
四
二
・
三
八
）
の
長
島
貞
武
氏

（
大
15
回
）
で
実
力
を
見
せ
つ

け
ま
し
た
が
、ハ
ン
デ（
四
・
八
）

に
恵
ま
れ
ず
前
回
同
様
三
位
に

終
わ
り
ま
し
た
。
ブ
ー
ビ
ー

メ
ー
カ
ー
は
平
田
選
手
で
し
た

が
、
グ
ロ
ス
一
一
〇
で
、
今
回

は
五
名
が
九
二
以
下
で
八
〇
台

三
名
と
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と

関
東
支
部 

第
六
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

～
優
勝
は
大
学
26
回
の
菅
原
博
氏
、
二
度
目
の
参
加
で
初
優
勝
～

な
り
ま
し
た
。
ベ
ス
グ
ロ
は
長

島
さ
ん
の
定
席
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
後
輩
の
追
い
上
げ
を
期

待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
ゴ
ン
賞
は
飯
田
選
手

（
大
23
回
）
が
一
人
で
二
ホ
ー

ル
制
覇
、
一
方
ニ
ア
ピ
ン
賞
は

吉
田
選
手
が
二
ホ
ー
ル
、
長
島

選
手
が
一
ホ
ー
ル
で
、
飯
田
選

手
は
ニ
ア
ピ
ン
も
確
保
し
ま
し

た
。

　
プ
レ
ー
後
、
倶
楽
部
ハ
ウ
ス

で
表
彰
式
と
反
省
会
を
行
い
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
飯
田
選

手
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
賞
二
、
ニ
ア

ピ
ン
賞
一
を
と
っ
た
の
に
、
グ

ロ
ス
一
〇
〇
の
結
果
に
反
省
し

き
り
で
し
た
。
昨
年
同
様
、
参

加
賞
と
し
て
飯
田
副
支
部
長
の

発
案
の
ネ
ー
ム
入
り
ボ
ー
ル
を

一
ス
リ
ー
ブ
配
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
「
二
〇
一
七
三
翠
化
学

関
東
」
と
年
度
を
入
れ
た
も
の

に
し
ま
し
た
。
話
題
は
尽
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
遠
路
の
方
も

お
り
、
次
回
の
再
会
を
約
し
て

お
開
き
と
し
ま
し
た
。

　
三
翠
化
学
会
会
員
の
交
流
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
引
き
続

き
開
催
し
ま
す
。
来
年
は
梅
雨

時
期
を
避
け
五
月
中
下
旬
に
四

組
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
三
翠

化
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
今
回
以
上

の
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
東
支

部
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
支

部
間
の
交
流
を
深
め
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
参
加
者
を
敬
称
略
で

紹
介
し
ま
す
。
小
島
楯
彦（
15

回
）、
長
島
貞
武（
15
回
）、
吉

田
吉
明（
18
回
）、
浅
尾
由
一

（
19
回
）、
平
田
友
良（
20
回
）、

飯
田
徹
也（
23
回
）、
菅
原
博

（
26
回
）、
水
島
昇（
オ
ー
プ
ン

参
加
）

　
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

	
吉
田
吉
明（
関
東
支
部
長
）

　
弊
社
は
和
歌
山
県
北
部
の
紀

ノ
川
沿
い
に
位
置
し
て
お
り
、

こ
の
地
域
は
全
国
で
例
を
見
な

い
程
多
様
な
フ
ル
ー
ツ
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
活
発
な
農
業
地
帯

で
す
。
し
か
し
私
の
就
農
当
時

は
温
州
み
か
ん
栽
培
に
特
化

し
、
尚
且
つ
卸
売
り
市
場
販
売

が
全
て
で
し
た
の
で
、
気
候
や

他
の
産
地
の
動
向
で
相
場
が
左

右
さ
れ
不
安
定
な
経
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
六
次
産
業
化
で
は
「
有
利
な

販
路
開
拓
」
が
一
番
難
し
い
の

で
す
が
、
弊
社
の
転
換
期
は
約

三
〇
年
前
の
パ
ソ
コ
ン
と
の
出

会
い
で
し
た
。
平
成
八
年
、
近

畿
で
初
め
て
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
が
大
阪
大
学
に
開
設
さ
れ
た

事
を
知
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
開
始
し
、
そ
の
後
、
ア

ナ
ロ
グ
の
ダ
イ
ア
ル
ア
ッ
プ
で

通
信
販
売
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

農
芸
化
学
科
20
期（
一
九
七
二
年
卒
）

観
音
山
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
代
表 

児
玉 

典
男

ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と

し
て
弊
社
の
直
販
の
歴
史
は

ネ
ッ
ト
人
口
の
増
加
と
ほ
ぼ
同

じ
推
移
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
顧
客
数
、
一
〇
万
件

は
弊
社
の
誇
り
で
す
。
生
果
、

加
工
品
、
サ
ー
ビ
ス
等
、
お
客

様
か
ら
直
接
頂
戴
す
る
全
て
の

お
声
は
、
弊
社
の
ス
キ
ル
を
高

め
る
最
大
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
利
益
率
の
高
い
個
人
ユ
ー

ザ
ー
様
（
Ｂ
to
Ｃ
）
が
売
り
上

げ
の
八
〇
％
以
上
を
占
め
、
業

者
間
取
引
（
Ｂ
to
Ｂ
）
で
は
、

ス
ー
パ
ー
紀
ノ
国
屋
様
に
始

ま
り
、
全
国
の
各
デ
パ
ー
ト

様
、
高
名
な
専
門
店
様
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
様
や
化
粧
品
会
社

様
、
生
命
保
険
会
社
様
な
ど
か

ら
直
接
ギ
フ
ト
の
依
頼
も
い
た

だ
く
非
常
に
恵
ま
れ
た
販
売
環

境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
田
舎
に
あ
る
従
業
員

数
わ
ず
か
四
〇
名
の
小
さ
な
会

社
で
す
が
、
地
域
へ
雇
用
の
場

を
提
供
で
き
る
こ
と
に
大
き
な

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
農
業
の
六
次
産
業
化
」
と

は
一
つ
の
組
織
内
で
の【
生
産
】

【
加
工
】【
販
売
】
の
相
乗
効
果

を
指
し
ま
す
が
、弊
社
で
は
今
、

少
し
目
先
を
変
え
、
中
期
滞
在

の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生

に
よ
る
【
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
】
や

【
輸
出
】【
農
業
の
担
い
手
育
成
】

【
フ
ル
ー
ツ
と
ア
ー
ト
】
分
野

で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
海
外

か
ら
の
留
学
生
が
常
に
数
名
滞

在
し
、
農
園
に
英
語
や
ド
イ
ツ

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
飛
び
交
う

日
々
、
あ
る
意
味
で
は
全
国
で

も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
的
存
在
で
は

な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
も
あ
り
、

こ
こ
一
〇
年
は
毎
年
数
回
全
国

に
向
け
て
活
動
内
容
を
テ
レ
ビ

や
雑
誌
で
紹
介
し
て
い
た
だ

け
、
各
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
弊
社
で
は
何
と
か
六

次
産
業
化
が
緒
に
就
き
ま
し
た

が
、
パ
ソ
コ
ン
が
登
場
し
た

三
〇
年
前
か
ら
の
社
会
環
境

の
変
化
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が

あ
り
ま
す
。
現
在
社
会
の
キ
ー

ワ
ー
ド
「
少
子
高
齢
化
」「
人
手

不
足
」「
温
暖
化
」「
人
工
知
能
」

ｅ
ｔ
ｃ
．
将
来
わ
ず
か
五
年
を

見
据
え
る
だ
け
で
も
非
常
に
難

し
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
フ
ル
ー
ツ
を
切
り
口

と
し
た
社
会
貢
献
を
す
べ
く
、

三
重
大
学
の
卒
業
生
と
し
て
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
弊
社

の
新
社
屋
が
近
日
中
に
完
成
致

し
ま
す
。
そ
こ
で
一
つ
の
新
た

な
展
開
と
し
て
、
新
宿
高
野
フ

ル
ー
ツ
様
の
ご
指
導
を
受
け
、

お
洒
落
な
「
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ラ
ー
」
の
開
店
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
和
歌
山
に
お
越
し

の
際
は
皆
様
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。

　還暦を過ぎた 3 年前のとあるとき、そろそろ大学を卒業して 40 年に
なる、一度も同期会をしたことがないなあ、40 年を記念して同期と顔
を合わせたいなあという気持ちが高まりました。ちょうどそのころ、担
任の嶋林先生の叙勲祝賀会の案内があり、この機会を生かすことを同期
の数人に声掛けしました。三翠化学会関東支部の役員をさせてもらって
いる関係から小生が幹事の一人として、津市在住の岩田さんには嶋林先
生との窓口をお願いして、祝賀会のあとに続けて同期会の開催とこぎつ
けることができました。これが恥ずかしながら初めての同期会でした。

（東海地区に在住のメンバーは一度同期会をしたという話をしていまし
たが、私にとっては初めての会合）23 名に連絡が取れ 11 名が集まり先
生との本当に久しぶりのひと時がすごせました。嶋林先生にとって唯一
の担任であったとお聞きし申し訳ない気持ちが一杯でした。
　その時に集まったメンバーの同意で、できるだけ同期会を開催しよう
ということになり、昨年・本年と 3 年連続同期会を開催することができ、
嶋林先生にも毎回参加いただいています。学生時代の思い出話や近況を
語り合う。40 年は長いなあと感じる。道端ですれ違っても全く分から
ないだろう。40 年前にタイムスリップ。40 年のブランクが一瞬になく
なる。懇親会の最後に次回の幹事を決め、再会を誓って散会した。
　昨年は３月 12 日名古屋駅前で宴会懇親会（12 名参加）。その後、有
志（９名）が西浦温泉に一泊し翌日ミツカンミュージアム見学（案内：
ミツカン OB の谷田さん）。今年は３月 25 日に昨年と同様に名古屋で宴
会懇親会（12 名参加）、有志（８名）が犬山温泉に一泊、翌日国宝犬山
城見学（案内：犬山在住の山本さん）。
　これまで三回の同期会で次のメンバーが顔を合わせています。
　嶋林先生と飯田・伊藤・稲熊・岩田・浦田・大沢・河合（恒）・河合（照）・
木村・高橋（一）・谷口・谷田・
中神・長橋・畑・森・山本。
　なお、同期の消息を調べるの
に個人情報保護が壁になり、３
回の同期会で唯一連絡がとれて
ないのが河合春夫さんです。情
報をお持ちの方がおられました
ら 23 期の誰かにご連絡くださ
い。� （飯田）

大学第23期（昭和 50 年卒）　三年連続クラス会

四
〇
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
（
大
25
）

　
九
月
一
七
日
25
期
（
入
学
ま

た
は
卒
業
者
）
ク
ラ
ス
会
を

催
行
し
ま
し
た
。
卒
業
以
来
、

三
九
年
と
半
年
ぶ
り
（
ま
ぁ
だ

い
た
い
四
〇
年
ぶ
り
）
の
会
合

を
津
新
町
駅
近
く
の
割
烹
「
が

れ
ん
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

急
な
声
掛
け
で
出
席
率
は
高
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
ま

ず
の
一
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

駅
で
顔
を
合
わ
せ
て
も
、
ど
こ

の
お
っ
さ
ん
？
　
爺
さ
ん
？
　

と
い
っ
た
感
じ
で
、
名
乗
っ
て

初
め
て
誰
か
わ
か
る
と
い
っ
た

有
様
。
そ
れ
で
も
数
分
ぐ
だ
ぐ

だ
喋
る
と
、
思
い
出
す
と
い
う

よ
り
は
、
学
生
当
時
の
声
と
顔

が
そ
っ
く
り
こ
の
今
見
て
い
る

ま
ま
だ
っ
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
顔
も
合
わ

せ
ず
四
〇
年
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
決
し
て
平
坦
な
道
で
は
な
く
、

山
あ
り
谷
あ
り
谷
底
あ
り
断
崖

絶
壁
あ
り
の
四
〇
年
を
歩
ん
で

き
た
よ
う
で
、
血
湧
き
肉
躍
る

ほ
ど
で
も
な
い
が
退
屈
は
し
な

い
程
度
の
近
況
報
告
を
順
に
し

て
い
く
だ
け
で
、
二
時
間
以
上

が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
超
個
人
的
な
感
想
で
す
が
、

話
し
て
い
て
背
伸
び
し
て
話
を

合
わ
せ
る
必
要
も
な
い
し
、
く

ど
く
ど
噛
み
砕
い
て
説
明
し
な

く
て
も
皆
さ
ん
わ
か
っ
て
く
れ

る
し
、
と
い
う
こ
の
ス
ト
レ
ス

の
な
さ
が
、
普
段
の
社
会
人
生

活
の
中
で
は
味
わ
え
な
い
ク
ラ

ス
会
特
有
の
安
心
感
な
の
で

は
？
　
と
思
い
ま
し
た
。
当
時

の
思
い
出
話
は
ほ
と
ん
ど
し
て

な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
の
で
す
が
（
ひ
ょ
っ
と
し
て

ア
ル
コ
ー
ル
で
私
の
記
憶
だ
け

が
流
亡
し
た
？
）
そ
れ
で
も

じ
ゅ
う
ぶ
ん
そ
れ
な
り
に
間
は

持
つ
も
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
会
場
の
「
が
れ
ん
」

は
参
加
者
Ｔ
君
の
息
子
が
切
り

盛
り
す
る
「
ち
ょ
っ
と
い
い
お

店
」。
こ
の
若
い
大
将
は
親
父
と

違
い
、
か
な
り
真
面
目
な
仕
事

を
し
ま
す
！

　
津
市
内
で
「
知

り
合
い
の
店
が
あ
る
か
ら
飲
み

に
行
こ
う
か
」
な
ん
て
い
え
る

店
が
一
つ
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
し
た
。

　
次
回
は
さ
ら
に
四
〇
年
後
と

い
う
の
も
面
白
く
な
い
？ 

と
い

う
提
案
は
当
然
無
視
さ
れ
、
今
年

稲
刈
り
で
欠
席
し
た
メ
ン
バ
ー

が
飼
っ
て
い
る
ヤ
ギ
一
〇
頭
に

会
い
に
、
来
年
は
遠
出
を
し
よ

う
！ 

と
決
め
、
四
〇
年
ぶ
り
の

ク
ラ
ス
会
は
お
開
き
と
な
っ
た

の
で
し
た
。�

（
木
村
）



第 66 号	 三　　　翠　　　化　　　学	 平成 29 年 ８ 月 ● 日　　　（4）

大学12回　クラス会

生
物
化
学
・
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
室
同
門
会

　
一
点
の
雲
も
な
い
素
晴
ら
し

い
秋
晴
れ
の
日
、
平
成
二
八
年

一
〇
月
一
五
日（
土
）、
生
物
化

学
・
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
室

の
同
門
会
は
七
七
名
が
集
い
、

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の

農
学
部
、
生
物
資
源
学
部
の
内

訳
は
、
半
々
と
い
う
年
齢
バ
ラ

ン
ス
絶
妙
の
同
門
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
も
そ
も
今
回
の
同
門
会

は
、
奥
村
先
生
の
還
暦
を
だ
し

に
、
四
～
五
人
で
飲
み
会
で
も

や
ろ
う
か
と
い
う
の
が
発
端

で
、
飲
み
会
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
る
内
に
、
嶋
林
先
生

が
米
寿
、
田
口
先
生
が
古
希
と

云
う
事
が
判
り
、
研
究
室
の
三

代
に
渡
る
教
授
が
偶
然
に
も
米

寿
、
古
希
、
還
暦
の
お
め
で
た

い
年
を
迎
え
ら
れ
る
な
ら
、
是

非
と
も
三
人
の
先
生
方
を
お
祝

い
す
る
盛
大
な
同
門
会
を
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
生
物
化
学
研
究
室
第
一
回

の
卒
業
生
か
ら
現
在
の
分
子

細
胞
生
物
学
研
究
室
の
卒
業

生
に
至
る
ま
で
、
六
〇
年
間
、

三
〇
〇
名
の
同
門
生
に
案
内
状

を
出
し
、
農
学
部
、
生
物
資
源

学
部
を
ま
た
い
で
の
初
め
て
同

門
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
司
会
者
小
川
悦
代

氏
（
大
30
回
）
の
開
会
の
こ
と

ば
を
受
け
、
幹
事
代
表
杉
﨑

護
（
大
16
回
）
か
ら
参
加
者
へ

の
御
礼
、
及
び
開
催
の
簡
単
な

趣
旨
説
明
で
会
は
始
ま
り
ま
し

た
。

　
最
初
に
、
参
加
者
を
代
表
し

て
「
長
老
」
杉
本
仁
彦
氏
（
大

６
回
）
が
、
三
人
の
先
生
方
に

お
祝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
杉
本
氏
と
同
期

で
あ
る
高
橋
先
生
が
ご
存
命

だ
っ
た
ら
、
今
年
傘
寿
で
当
然

四
人
の
先
生
方
の
お
祝
い
に
な

る
の
に
と
…
…
、
想
え
ば
大
変

残
念
で
あ
る
と
の
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
生
物
化
学
研
究
室
発
足

当
時
の
実
験
室
の
様
子
や
ク
ラ

ス
対
抗
の
駅
伝
な
ど
想
い
出
話

を
さ
れ
、
祝
辞
の
ま
と
め
と
し

て
、
嶋
林
先
生
、
田
口
先
生
に

は
、
ご
長
寿
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
、
奥
村
先
生
に
は
、
還
暦

は
人
生
の
幼
稚
園
、
生
物
化
学

研
究
室
の
流
れ
を
く
む
分
子
細

胞
生
物
学
研
究
室
を
ま
す
ま
す

発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
と
激
励
の

言
葉
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
お
祝
い
の
記
念
品
贈

呈
に
入
り
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
岩

田
素
子
氏
、
富
田
亮
子
氏
、
中

村
良
子
氏
（
い
ず
れ
も
生
物
資

源
学
部
生
物
圏
生
命
科

学
科
1
回
生
）
よ
り
、

三
人
の
先
生
方
に
記
念

品
（
幹
事
小
川
悦
代

氏
、
苦
心
惨
憺
の
選
定

品
）
と
紅
白
饅
頭
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い

で
、竹
林
慎
一
郎
氏（
生

物
資
源
学
部
農
芸
化
学

コ
ー
ス
大
45
回
）
の
音

頭
で
乾
杯
し
、
祝
宴
に

入
り
ま
し
た
。

　
し
ば
し
、
食
事
、
歓

談
の
後
、
三
先
生
よ
り

御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
嶋
林
先
生
は
、
米
寿
の
お
祝

い
、
盛
大
な
同
門
会
の
開
催
に

大
変
感
謝
さ
れ
、
生
物
化
学
研

究
室
発
足
と
同
時
に
母
校
に
赴

任
さ
れ
て
か
ら
の
想
い
出
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
研
究
室
は
風
邪

に
揺
れ
る
木
造
校
舎
で
、
机
と

椅
子
し
か
な
い
状
態
で
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
こ
と
。
岩
本
先

生
（
初
代
教
授
）
始
め
学
生
諸

君
の
努
力
で
、
開
設
一
五
年
後

に
農
芸
化
学
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
の
を
皮
切
り
に
、
次
々
に
学

会
賞
を
受
け
、
生
物
化
学
研
究

室
が
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
昭
和
三
五
年
に

は
野
球
部
長
に
就
任
し
、
神
宮

球
場
に
三
回
行
っ
た
が
、
国
立

大
学
で
神
宮
出
場
三
回
は
三
重

大
だ
け
で
あ
る
こ
と
。
昭
和

四
八
年
に
、
三
翠
化
学
会
を
設

立
し
、
初
代
会
長
を
務
め
、
多

く
の
同
窓
生
か
ら
感
謝
さ
れ
た

こ
と
等
、
三
重
大
学
時
代
を
振

り
返
っ
て
の
お
話
に
参
加
者
全

員
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
開
通
ま
で
は

生
き
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
な

に
よ
り
二
〇
二
三
年
の
三
翠
化

学
会
設
立
五
〇
周
年
を
盛
大
に

祝
う
ま
で
は
死
ん
で
も
死
に
き

れ
な
い
と
更
な
る
抱
負
を
熱
っ

ぽ
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
田
口
先
生
は
、
お
元
気
そ
の

も
の
で
、
前
々
か
ら
話
題
の
田

口
商
店
を
い
つ
も
の
よ
う
に
全

館
店
開
き
さ
れ
、
ご
自
身
の
研

究
分
野
、
活
動
団
体
、
交
際
グ

ル
ー
プ
等
あ
れ
や
こ
れ
や
と
大

変
な
御
活
躍
の
様
子
を
御
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た

だ
、
豊
富
な
話
題
が
次
々
に
展

開
し
、
こ
の
紙
面
に
書
き
き
れ

ず
申
し
訳
な
く
、
お
許
し
い
た

だ
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
奥
村
先
生
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

三
一
年
生
物
化
学
研
究
室
が
設

立
さ
れ
た
年
に
生
ま
れ
、
今
そ

の
流
れ
を
く
む
分
子
細
胞
生
物

学
教
室
の
教
授
で
あ
る
こ
と

に
、
何
か
運
命
的
な
繋
が
り
を

感
じ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
今

般
の
学
部
の
改
組
に
よ
り
旧
農

芸
化
学
系
の
研
究
室
が
統
合
さ

れ
、新
し
い
学
科
が
設
立
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
生
物
資
源
学
部
の

中
心
に
な
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
新

し
い
学
科
の
中
で
、
生
物
化
学

研
究
室
か
ら
の
伝
統
を
守
り
、

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
な
に
よ
り

研
究
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
行

奥村克純先生田口　寛先生嶋林幸英先生

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
大
学
と
研
究
の
将
来
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
方
の
ご
あ
い
さ
つ
も
過

ぎ
、
先
生
方
も
宴
席
を
回
ら

れ
、
上
は
、
嶋
林
先
生
、
大
６

回
の
杉
本
氏
、
下
は
学
部
の
四

年
生
ま
で
六
〇
余
年
の
歳
月
を

越
え
、
老
若
男
女
、
お
酒
を
酌

み
交
わ
し
、
美
味
し
い
御
馳
走

を
食
べ
、
楽
し
く
語
ら
い
、
同

門
会
の
雰
囲
気
も
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
在
学
生
代

表
の
生
野
明
宏
氏
（
生
物
資
源

学
部
生
物
圏
生
命
科
学
科
一
〇

回
生
、
現
在
博
士
課
程
在
学
）

の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
こ
の
同

門
会
に
呼
ば
れ
、
こ
の
よ
う
な

パ
ー
テ
ィ
ー
は
初
め
て
の
経
験

で
大
変
感
激
し
て
い
ま
す
。
参

加
し
て
良
か
っ
た
と
率
直
な
感

想
を
述
べ
ら
れ
、
他
の
在
学
生

諸
氏
も
気
後
れ
す
る
こ
と
も
な

く
、
同
門
会
の
輪
の
中
に
入
り

大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
同
門
会
の
楽
し
い
時
は
あ
っ

失
わ
れ
た
一
五
年
間
を
取
り
戻
そ
う

　
同
窓
会
は
、
同
学
年
の
横
の

つ
な
が
り
も
大
切
で
す
が
、
そ

こ
に
縦
の
つ
な
が
り
が
加
わ
っ

て
こ
そ
強
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
と
希
望
し
な
が

ら
、
絆
を
断
た
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
卒
業
生
が
い
ま
す
。

　
三
重
大
学
で
農
芸
化
学
系
研

究
室
を
専
攻
卒
業
し
な
が
ら
、

同
窓
会
「
三
翠
化
学
会
」
に
入

会
出
来
て
い
な
い
、
入
会
の

チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

人
た
ち
が
多
数
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

農
芸
化
学
科
の
変
遷

　
三
翠
化
学
会
の
出
身
母
体
で

あ
る
三
重
大
学
農
学
部
農
芸
化

学
科
は
、
三
重
農
林
専
門
学
校

農
産
製
造
科
を
源
流
と
し
て
、

昭
和
二
四
年
三
重
大
学
農
学
部

農
芸
化
学
科
と
し
て
発
足
以

来
、
幾
多
の
学
部
改
組
に
よ
り

次
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
り
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
一
年
　
三
重
農
林
専
門

学
校
農
産
製
造
科
設
立

昭
和
二
四
年
　
三
重
大
学
農
学

部
農
芸
化
学
科
設
立
　
昭
和

二
八
年
三
月
第
１
回
生
卒
業

　
農
芸
化
学
科
最
後
の
卒
業
生

は
39
回
生
（
但
し
留
年
で
40
回

生
が
数
名
）

昭
和
六
三
年
　
三
重
大
学
生
物

資
源
学
部
生
物
資
源
学
科
農
芸

化
学
コ
ー
ス
発
足

　
平
成
四
年
三
月
に
生
物
資
源

学
科
第
１
回
生
（
農
芸
化
学
科

か
ら
数
え
40
回
生
）
卒
業
。

　
同
コ
ー
ス
は
、
平
成
一
五
年

三
月
卒
業
の
51
回
生
ま
で
続

き
、
三
翠
化
学
会
で
は
最
も
若

い
、
現
在
最
後
の
会
員
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
一
二
年

　
三
重
大
学
生
物

資
源
学
部

　
三
学
科
制
が
発
足

　
農
芸
化
学
コ
ー
ス
は
、
生
物

圏
生
命
科
学
科
と
資
源
循
環
学

科
に
分
割
。

　
平
成
一
六
年
三
月
に
新
学
科

の
卒
業
生
が
送
り
出
さ
れ
る

も
、
こ
の
年
よ
り
三
翠
化
学
会

へ
の
入
会
は
現
在
に
至
る
ま
で

途
絶
え
て
い
る
。
大
学
側
は
当

初
新
し
い
学
科
で
同
窓
会
が
設

立
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た

が
、
残
念
な
が
ら
大
学
の
期
待

に
沿
わ
ず
、
現
在
に
至
る
ま
で

彼
ら
の
同
窓
会
は
設
立
さ
れ
て

い
な
い
。

平
成
二
七
年
　
生
物
資
源
学
部

の
改
組
に
よ
り
、
旧
農
芸
化
学

及
び
旧
水
産
食
糧
系
の
研
究
室

が
生
物
圏
生
命
科
学
科
の
応
用

生
命
化
学
コ
ー
ス
に
統
合
さ

れ
、
旧
農
芸
化
学
系
は
応
用
生

命
化
学
コ
ー
ス
生
命
機
能
化
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
。
こ
の
学

部
学
生
（
現
在
三
年
生
）
は
三

翠
化
学
会
入
会
の
候
補
生
と
い

え
る
。
卒
業
は
平
成
三
一
年
の

三
月
で
あ
る
。

平
成
二
九
年
　
生
物
資
源
学
部

の
更
な
る
改
組
が
あ
り
、
生
物

圏
生
命
科
学
科
が
二
つ
の
学
科

に
分
割
さ
れ
、
生
物
圏
生
命
化

学
科
と
海
洋
生
物
資
源
学
科
が

誕
生
し
、
生
物
資
源
学
部
は
、

他
二
学
科
と
合
わ
せ
四
学
科
制

と
な
っ
た
。
生
物
圏
生
命
化
学

科
は
、
旧
農
芸
化
学
系
の
生
命

機
能
化
学
コ
ー
ス
と
旧
水
産
食

糧
系
の
海
洋
生
命
分
子
化
学

コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
よ
う
や
く
旧
農
芸
化
学
科

各
講
座
が
「
生
物
圏
生
命
化
学

科
生
命
機
能
化
学
コ
ー
ス
」
に

集
結
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
平
成

一
六
年
三
月
か
ら
平
成
三
一
年

に
至
る
ま
で
の
一
五
年
間
の
卒

業
生
が
、
研
究
分
野
、
師
を
同

じ
く
し
な
が
ら
も
三
翠
化
学
会

に
入
会
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
失
わ
れ
た
一
五
年
間
」
世
代

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は

実
に
約
六
〇
〇
名
に
も
達
し
て

い
ま
す
。

失
わ
れ
た
一
五
年
間
を
取
り
戻

そ
う

　
あ
と
二
年
も
す
れ
ば
、
新
し

い
卒
業
生
が
三
翠
化
学
会
に
入

会
し
て
来
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実

に
な
り
、
危
惧
さ
れ
て
い
た
三

翠
化
学
会
自
然
消
滅
の
危
機
だ

け
は
回
避
で
き
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ぽ
っ
か

り
と
空
い
た
、
失
わ
れ
た
一
五

年
間
の
大
き
な
穴
を
ど
う
埋
め

て
行
く
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
約
六
〇
〇
名
の

同
窓
の
諸
氏
を
ど
う
入
会
案
内

す
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題

で
す
。

　
昨
年
の
総
会
で
、
こ
の
一
五

年
間
の
同
窓
生
の
入
会
を
、
無

条
件
（
入
会
金
な
し
等
）
で
許

可
す
る
こ
と
が
議
決
承
認
さ
れ

た
こ
と
は
す
で
に
ご
案
内
の
通

り
で
す
。
問
題
は
彼
ら
に
対
し

て
、
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

入
会
を
促
す
か
に
あ
り
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
つ
な
が
り
、
ラ
イ
ン
で

連
絡
を
取
り
合
う
時
代
の
彼
ら

の
住
所
録
は
極
め
て
正
確
性
に

欠
け
、
ま
た
、
三
翠
同
窓
会
名

簿
か
ら
は
旧
農
芸
化
学
系
の
専

攻
者
の
識
別
は
不
可
能
で
す
。

一
元
管
理
さ
れ
た
情
報
で
の
一

斉
勧
誘
は
事
実
上
無
理
で
す
。

し
か
し
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

る
だ
け
で
は
事
態
は
前
進
し
ま

せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
昨
年
度
で
は
生

物
化
学
・
分
子
細
胞
生
物
学
研

究
室
の
同
門
会
の
席
で
勧
誘
し

た
り
、
本
部
の
役
員
懇
親
会
に

大
学
院
の
学
生
の
一
部
を
招
待

す
る
等
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

い
、
一
四
名
の
入
会
者
を
確
保

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
さ
さ

や
か
な
活
動
の
繰
り
返
し
を
行

い
、
徐
々
に
入
会
者
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
在
学
の
同
窓
生
の
勧
誘
、
各

研
究
室
の
同
門
会
の
開
催
、
会

員
諸
氏
の
職
場
で
の
旧
農
芸
化

学
系
研
究
室
の
出
身
者
の
見
つ

け
出
し
等
で
、
入
会
勧
誘
の
輪

を
広
げ
て
行
く
し
か
道
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
ぜ
ひ
本
会
報
「
三
翠
化
学
」

も
見
せ
て
活
動
内
容
の
ご
紹
介

を
し
て
い
た
だ
き
、
今
な
ら
入

会
金
免
除
の
特
典
あ
り
！ 

な
ど

の
情
報
も
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
か
、
三
翠
化
学
会
の
会

員
諸
氏
、
各
支
部
の
役
員
諸
氏
、

さ
ら
に
は
、
退
官
さ
れ
た
先
生

方
、
学
内
の
先
生
方
に
も
、
今

回
の
呼
び
掛
け
の
趣
旨
を
御
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
名
残
は
尽

き
な
い
が
御
開
き
の
時
間
が
迫

り
、
幹
事
古
山
順
啓
氏
、
関
谷

泰
男
氏
、
山
崎
博
氏
（
大
24
回

ト
リ
オ
）
を
リ
ー
ダ
ー
に
応
援

歌
斉
唱
、田
中
実
氏
（
大
20
回
）

に
先
生
方
の
ご
長
寿
と
全
員
の

ご
健
勝
を
祈
る
中
締
め
を
し
て

い
た
だ
き
、
最
後
に
、
幹
事
を

代
表
し
て
平
田
秀
彦
氏
（
大
17

回
）
の
閉
会
の
言
葉
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
会
は
、
多
数
の
皆

様
に
参
加
、
並
び
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
盛
会
に
、
そ
し
て

楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
も
し
次
回
が
あ
る

と
し
ま
し
た
ら
、
是
非
と
も
多

数
の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

記 事 募 集
　会員の皆様からの投稿をお待ちいたして
おります。内容は会社の紹介をかねた個人
の近況、クラス会を開催した時の報告、個
人の趣味を披露したい場合等ございました
らお願いします。あわせて、なつかしい写
真も募集しています。

　農芸化学科大 12 回生 （昭和 39年卒）は、毎年地区持回りでクラ
ス会を開催しています。本年は三重の担当で、参加メンバー 15 名
の喜寿をお祝し、大学往訪と、名張在住で 92 歳の恩師松嶋欽一先
生との面談を計画しました。勿論、毎年ご出席の嶋林先生（大１回）
も、栗東市よりご参加下さいました。
　大学では、梅川学部長より、「未利用食品資源と健康」をテーマ
に研究報告があり、更に尾鷲を拠点とする地域創生事業「東紀州サ
テライト」で、水産資源を活用した地場産業の発展や人材育成の紹
介があり、久々のアカデミックな講義に引き込まれました。その後、
苅田教授（大30回）のご案内で、学部校舎の屋上より広大なキャ
ンパスを見学し、三翠寮跡、旧農芸化学実験棟、三翠会館等を見学、
大木となった何本かの楠木に触れ、当時を懐かしく偲びました。
　その夜、清少納言の美肌の湯で知られた「榊原舘」で喜寿を祝い、
松嶋先生より差入れがあった銘酒「榊の雫」で、遅くまで語り合い
ました。
　翌日、早朝より日本最大の青山高原風力発電所（91基）を見学、
近鉄で名張に向かい、借上げのマイクロバスで、在宅介護施設「憩
いの街」に直行しました。玄関には、奥様やお嬢様と一緒に、松嶋

先生がお元気に出迎えられ、早速ロビーで、健康長寿の講義を一時
間、熱弁を振るわれました。この中で、食（家庭菜園の新鮮野菜、
麦飯）、運動（足を鍛えよ）、社会参加（趣味を通して多くの人と交
わる）を教えられました。最後にメンバーの竹内希彦さんが、松嶋
先生のお好きな王維の詩「送元二使安西」を朗々と吟じ、先生から
温かいアドバイスも受けました。
　後日ご家族より、「昨年本人が今回の企画が決まって以来、今ま
でとは見違えるような元気さを発揮してくれて喜んでいます」との
お礼があり、一同安堵
しています。名張の旧
家「はなびし庵」で歴
史影絵劇を鑑賞後、「青
蓮寺レークホテル」で
反省会を行い、来年は
関西担当で、場所は「近
江八幡水郷巡り」と決
まりました。
� 今西康隆（大12回）


